
断崖地、岩礁と藻場のまとまりがみられる。

砂浜と残存樹林のまとまりがみられる。

アマモの生育、ワカサギの産卵場、
ニホンウナギ、アユ等の回遊性魚
類やモクズガニ等が生息する。

砂浜と岩礁がおりなす
リアス特有の景観がみ
られる。

シギ・チドリ、ガンカモ類等、
希少な種を含む鳥類が生息す
るほか、希少な種を含む塩性

ドリ、ガンカモ類等、チシギ・
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シギ・チドリ、ガンカモ類等、
希少な種を含む鳥類が生息す
るほか、希少な種を含む塩性
湿地植生が存在する。

宮古湾では近年激減し、
震災前にはみられなく
なっていたアカガイが
震災後に確認された。

宮古湾では近年激減し、
震災前にはみられなく

ていたアカガイがなっ
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宮古湾では近年激減し、
震災前にはみられなく
なっていたアカガイが
震災後に確認された。

震災前にまとまったアマモ場があった
場所で、津波後も一部残存している。

太田浜のエゾオグルマ群落（特定植物群落）
は、震災後の地盤沈下やその後の高波・台
風の被害で立地が減少した。岩手県により
保全が図られ一部は移植された。

砂浜は一時は減衰したが、
ほぼ回復した。

ヨシガモ等の多くの
カモ類が生息する。

砂浜、砂丘植生、残存樹林等の
まとまりがみられる。

ニホンウナギ、イトヨ等の希少な
種を含む魚類や、モクズガニ等の
甲殻類が生息する。

断崖地と藻場のつながり。断崖地
やポケットビーチではイワレンゲ
やハマボウフウ等、希少な植物が
生育する。藻場はコンブとワカメ
が豊富にみられる。

ウミミドリ移植地

事の終了後、元の場所へ戻される予定である。

ドリ移植地ウミミ

元の場所へ戻される予定である。事の終了後、

ウミミドリ移植地
津軽石川河口では両岸でウミミドリ、マルミノシ
バナの群落が確認された。そのうち水門の左岸で
は、復旧工事の影響が予測されたため、岩手県は
干潟へウミミドリを移植した。マルミノシバナは、
現在、岩手県博（博物館）で保護されており、工
事の終了後、元の場所へ戻される予定である。

干潟・砂浜・非耕作農地・残存樹林等の海から陸
へのつながりが存在する。
[ 植物 ] ノダイオウ、ウミミドリ、[ 鳥類 ] コチド
リ、ミサゴ、ノスリ、カワセミ、[ 魚類 ] ドジョウ、
[ 昆虫類 ] コオイムシ、ヤホシホソマダラ、[ その
他無脊椎動物 ] モノアラガイ等の重要な動植物が
生息・生育する。

河口では干潟が回復してきており、オオノガイ
等の希少な干潟の生物が生息する。2015 年
調査では固着・付着性の底生動物のほか、イ
ソシジミ、ソトオリガイ等の二枚貝、ホソウミ
ニナ、カワザンショウガイ等の巻貝が確認さ
れた。防潮堤が再建されるエリアについては、
環境改善をはかることにより、砂泥干潟の特
徴を有する生態系が今後発達することが期待
される。
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干潟生物市民調査
（2012 ～ 2015 年）で、
ヒメシラトリ、マテガ
イ、オオノガイ、イトメ、
アリアケモドキ等が確
認された。

国指定天然記念物「日出島クロコシジロウミツバメ
繁殖地」、国指定日出島鳥獣保護区（特別保護地区）。
国内唯一のクロコシジロウミツバメの集団繁殖地で
あるが、オオミズナギドリとの競合、土壌流出によ
り営巣環境が悪化している。2015 年調査では、オオ
ミズナギドリ、ウミツバメ類等の繁殖を確認した。

生態系監視調査（海鳥）

   ひ      で   じま

日出島
クロコシジロウミツバメが繁殖する。

 じょう ど     が    はま

浄土ヶ浜
三陸を代表する景勝地であり、
砂浜、礫浜と岩礁がおりなす
リアス特有の景観がみられる。
ジオサイトに指定されている。

生態系監視調査（干潟）
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閉井川河口域
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蛸の浜

かね はま

金浜

重点地区調査

よばわり はま

呼 浜
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おお  だのはま

太田浜

点在する砂浜部で、小規模なアマモの回復
がみられる。

   つ   がる いし かわ

津軽石川

砂浜が回復しハマベンケイソウ等の砂
丘植物が生育していたが、水門工事に
より改変を受けた可能性がある。

ワカメ・コンブの豊かな藻場

外海的な磯と砂浜が連なり、多
様な生物が生育する。
「震災メモリアルパーク中の浜」
として震災遺構が残されている。

栃内浜および松月浜はみちのく潮風トレイル
の一部であり、いずれも人工物のない自然海
岸として貴重な場所である。栃内浜では、震
災前は豊富な砂丘植物が生育していたが、津
波により壊滅的なダメージをうけた。これま
でに、栃内浜のハマナス群落は少しずつ回復
しつつあり、ナミキソウ、ハマベンケイソウ
等の希少な砂丘植物の生育も確認されてい
る。松月浜では、スナビキソウが生育するが、
砂丘植物の種数は多くない。

津波伝承施設として三陸ジオパークのジ
オサイトや、未来に残したい漁業漁村の
歴史文化財産百選に指定されている。

花崗岩の白い断崖や岩脈が形成する
大小 30余りの岩礁群。海鳥の営巣
地としても知られ、およそ 10万羽
のウミネコが営巣する。

ワカメ・コンブの豊かな藻場

日本の快水浴場百選

希少な種を含む河辺植生が分布している。
ハゼ類やニホンウナギ等の希少な種を含む
回遊性魚類やモクズカニ等の甲殻類が生息
している。

（日本の快水浴場百選）
南から「小港」、「前須賀」、「沼の浜」
の約 1kmが海水浴場として開放され
ている。

希少な種を含む砂丘植物が生息する豊
富な砂丘植生が残存する。被災した森
林の跡地には二次草地が分布する。

残存する砂浜（ポケットビーチ）と
砂丘植生、非耕作農地、残存樹林地
のまとまり。

三陸ジオパークのジオサイト

栃内浜・松月浜

ぬま   の   はま

沼の浜

   ま   さき  かいがん

真崎海岸

さんのういわ

三王岩

  さ      が      べ

佐賀部

  た  ろう

田老の防潮堤

  た  ろう がわ

田老川

とちないはま

栃内浜

 おな   っ     ぺ

女遊戸海水浴場

まっつき はま

松月浜

 なか  の   はま

中の浜
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非耕作農地・湿地帯の
まとまりがみられる。

10×15mの保全区が 2か所あり、岩手県
立大学が地元NPOと共にハマナス等の種
子採取、移植等の保全再生活動を行ってい
る。根茎や種子の保存は岩手県及び岩手県
立大学で実施し、一部の種については地元
住民参加型で苗作りが計画されている。

3つの河川の下流部に 2km以上続く砂浜。
歌枕にも多く登場する名勝の地で三陸ジオ
パクのジオポイントに選定されている。岩
手県内で数少ないシギ・チドリ等の渡りの
中継地やコクガンの飛来地として重要な場
所である。津波を受け、海岸のクロマツ林
や砂丘植生は激減し、残存したものも一部
を除いて工事用地となった。

保全区が設けられ、
砂丘植生が残存する。

ワカメ・コンブ等が豊富な藻場。陸域
では砂浜、非耕作農地、残存樹林等の
まとまりがみられる。

断崖地とワカメ・コンブ等の藻場との
つながりがみられる。

港の外側に
藻場と岩礁群が分布する。

ごく小面積に
砂丘植物が残存する。
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十府ヶ浦

十府ヶ浦

十府ヶ浦（米田地区）保全区

サケ・サクラマス等
回遊性魚類が生息する。
サケ・サクラマス等
回遊性魚類が生息する。

ハゼ類等の希少な魚類が生息する。ハゼ類等の希少な魚類が生息する。

仮移植地仮移植地 まい   た    がわ

米田川
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サケ、アユ等回遊性魚類が生息する。残存樹林とヨシ
原は回復傾向にある。

震災後も県内最大級の河口砂州が残存し、砂州の後背に
はヨシ原・干潟が広がり、潟湖ではオオハクチョウやガ
ン・カモ類の生息、タコノアシ等の希少な湿生植物が確
認されており、多様な汽水性の生物が生息・生育してい
る。

 なつ   い   がわ

夏井川

   く      じ   がわ

久慈川

 おさ  ない  がわ

長内川

   こ   そで  かいがん

小袖海岸

 久慈川・夏井川河口部

サケ、アユ等の回遊性魚類やハゼ類等の希少な魚類、
モクズガニ等の甲殻類が生息する。震災後、非耕作農
地になった場所では、現在、一部が造成地や空地雑草
群落に変化しているものの、未だ非耕作農地のまま残
存しているところもあり、周辺のヨシ原や残存樹林と
まとまって多様な生息環境を提供している。

サケ、アユ等の回遊性魚類やハゼ類等の希少な魚類、
モクズガニ等の甲殻類が生息する。震災後、非耕作農
地になった場所では、現在、一部が造成地や空地雑草
群落に変化しているものの、未だ非耕作農地のまま残
存しているところもあり、周辺のヨシ原や残存樹林と
まとまって多様な生息環境を提供している。

まとまった藻場 ( コンブ、ワカメ ) と
リアス式海岸の景観

ハマボウフウやシロヨモギなど希少
な種を含む砂丘植生が残存する。

豊富なコンブ・ワカメが分布する藻場
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「兜岩」等を擁する景勝地
（ジオパーク）

河辺のヤナギ林は震災後多くが流出したが、
ヨシ原は順調に回復しており、良好な水辺が
戻りつつある。
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